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今日の学び

第４回 マニュアル発光 VS TTL発光

１．マニュアル発光

２．TTL発光



1. 環境光がある場合
～マニュアル発光の時



ストロボ撮影における前提

被写体と背景

被写体 : ストロボが届く距離

背景 : ストロボが届かない距離



あ

ストロボ撮影における前提

•被写体と背景の明るさの調整

シャッター速度  ： 背景のみに影響する。
F値  ： 被写体と背景どちらも影響する。
ISO  ： 被写体と背景どちらも影響する。

ストロボTTL  ：どんな時でも被写体の露出を適正に調整



あ

環境光あり -マニュアル発光の場合-

明るさ調整の考え方
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※背景：ストロボが届かない距離



あ

環境光あり -マニュアル発光の場合-

撮り比べ：シャッター速度

ISO100 1/50 F3.2 ISO100 1/25 F3.2

ストロボあり
ISO160 1/100 F3.2

ストロボなし
ISO160 1/100 F3.2

背景と被写体のシャドウ部のみに影響。
それ以外には変化なし

シャッター速度を遅くしていくと・・・



あ

環境光あり -マニュアル発光の場合-

撮り比べ：ISO

ISO320 1/100 F3.2 ISO640 1/100 F3.2

ストロボあり
ISO160 1/100 F3.2

ストロボなし
ISO160 1/100 F3.2

被写体・背景の全体に影響して明るくなった。

ＩＳＯをあげていくと・・・



あ

環境光あり -マニュアル発光の場合-

撮り比べ：F値

ISO100 1/100 F2.2 ISO100 1/100 F1.6

ストロボあり
ISO160 1/100 F3.2

ストロボなし
ISO160 1/100 F3.2

被写体・背景の全体に影響して明るくなった。

Ｆ値を開いていくと・・・



あ

環境光あり -マニュアル発光の場合-

撮り比べ：まとめ

ISO100 1/50 F3.2 ISO100 1/25 F3.2

ISO320 1/100 F3.2 ISO640 1/100 F3.2

ISO100 1/100 F2.2 ISO100 1/100 F1.6

シャッター速度は
ほぼ背景のみに

影響。
F値とISOは全体
に影響して明るく

なった。

ストロボあり
ISO160 1/100 F3.2



環境光あり -マニュアル発光の場合-

明るさ調整の考え方

背景の明るさを変える   ＝ シャッター速度
被写体の明るさを変える ＝ ストロボ
全体の明るさを変える   ＝ ISO・F値



2. 環境光がある場合
～ TTL発光の時



環境光あり -TTL発光の場合-

明るさ調整の考え方
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環境光あり -TTL発光の場合-

明るさ調整の考え方

ストロボTTLというのは、
どんな時でも被写体の露出を適正に調整



あ

環境光あり -TTL発光の場合-

撮り比べ：シャッター速度

ISO200 1/100 F2.8 ISO200 1/50 F2.8

ストロボあり
ISO200 1/200 F2.8

ストロボなし
ISO200 1/200 F2.8

被写体は変わらず、背景のみ明るくなる。

シャッター速度を遅くしていくと・・・



あ

環境光あり -TTL発光の場合-

撮り比べ：ISO

ISO400 1/200 F2.8 ISO800 1/200 F2.8

ストロボあり
ISO200 1/200 F2.8

ストロボなし
ISO200 1/200 F2.8

被写体は変わらず、背景のみ明るくなる。
被写体の明るさはTTL発光でコントールされているから。

ＩＳＯをあげていくと・・・



あ

環境光あり -TTL発光の場合-

撮り比べ：F値

ISO200 1/200 F2.0 ISO200 1/200 F1.4

ストロボあり
ISO200 1/200 F2.8

ストロボなし
ISO200 1/200 F2.8

Ｆ値を開いていくと・・・

被写体は変わらず、背景のみ明るくなる。
被写体の明るさはTTL発光でコントールされているから。



あ

環境光あり -TTL発光の場合-

撮り比べ：まとめ

背景の明るさを
変える
＝シャッター速度・

 ISO・F値

被写体の明るさは
すべてTTLで制御
され、変わらない。

※クリップオンのオンカメラ時

ISO200 1/100 F2.8 ISO200 1/50 F2.8

ISO400 1/200 F2.8 ISO800 1/200 F2.8

ISO200 1/200 F2.0 ISO200 1/200 F1.4

ストロボあり
ISO200 1/200 F2.8



あ

ストロボとシャッタースピードの関係まとめ

マニュアル発光



あ

ストロボとシャッタースピードの関係まとめ

TTL発光



ストロボとシャッタースピードの関係まとめ

TTL発光

M発光



環境光あり -TTL発光の場合-

明るさ調整の考え方

被写体の明るさはTTLで固定されるから、
背景の明るさは、シャッター速度 F値 ISO で調整が可能。

シャッター速度は遅くすると手ブレの原因になるし、

Ｆ値はボケが変わるので

背景を明るくするなら、ISOを変えるのがオススメ。



環境光あり -TTL発光の場合-

明るさ調整の考え方

背景明るさ →  カメラ側ISO

被写体の明るさ → ストロボ側調光補正



次回の学び

第５回 質感のコントロール

１．光の質の理解

２．質感のコントロール
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